
室内にいても熱中症になることがあります。ク

ーラーをじょうずに使って温度調節をしましょ

う。扇風機も一緒に回すと、空気が循環して、室

内の温度が一定に保たれます。また、お昼寝の

際には、室内でも日陰になる場所を選び、クー

ラーや扇風機の風が子どもの体に直接あたら

ないよう、工夫しましょう。設定温度は、27～

28℃が適温と言われています。 

また、乳児のお昼寝の場合は、時々手足を触る

などして、冷え過ぎていないかどうかをチェッ

クしましょう。 

室内の温度調節 

 

園医健診 

（ほし・ひかり） 

溶連菌感染症・・・3名 

 

７月のほけんだより 
 

感染症の診断がつ

きましたら、早めに

園までご連絡おね

がいいたします。 

 

７月２２日 (火) 

６月の感染症 
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体調不良時以外はなるべく

出席していだけるようご協

力お願いいたします。 

暑い日が続くようになり、熱中症が心配な時期となりました。体が暑さに慣れていない梅雨明けや急激に気温

が上がった日は特に注意が必要です。喉がかわいていなくても水分をこまめに摂取するように、子どもたちに伝

えていきたいと思います。 

また、近隣ではインフルエンザBや水疱瘡の報告も増えてきているようです。体調に変化が見られる際には、自

己判断せず受診をしてから登園が可能かどうか医師へ確認してから登園していただくようお願いいたします。 

汗の出る穴が詰まり、皮膚の内側に汗が溜まって

炎症が起こる症状で、細かく赤い発疹が出ます。綿

などの吸湿性・通気性のある衣服を選んで、汗をか

いたらこまめに拭き、衣服を着替えさせるのが一

番の予防法です。シャワーや沐浴など、スキンケア

で治まることもありますが、かゆみがある時は、冷

たいタオルで冷やすなどして、なるべくかかないよ

うにしましょう。ステロイド系の外用薬がひどくな

ったあせもには有効です。 

あ せ も 

夏に多い感染症 
 

ウイルス感染によって起こる病気です。他人への感染力も

強いので、必ず受診をして医師の診断を受けましょう。 

☆ヘルパンギーナ 
突然の高熱と喉の痛み、口の

中の水ほう、口内炎が特徴で

す。症状が軽ければ１～４日

くらいで解熱します。 

☆手足口病 
手の平、足の裏、口の中に水ほうができ、

発熱することもあります。食事は喉越しの

よい物を食べましょう。 

☆プール熱 
プールで感染することもあり、高熱が３～５日くらい続き、喉の

痛み、目の充血やかゆみなど結膜炎のような症状も出ます。食

事は消化のよい物を食べましょう。 

☆流行性角結膜炎 
目が腫れ、充血し、普段より多く目や

にや涙が出ます。周りの人への感染源

となるので、タオルは共有しないよう

にしましょう。 


